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3 春焼きは、2007年 4月に今津町椋川で一度おこなった経験がある。これは、滋賀県湖西地方でかつておこなわれていたホトラ山（草肥










































写真 5 2007年播種 1ヶ月後のヤマカブラ  
多形化している。 




写真 4 2007年豊作のヤマカ 
ブラ   
 















































                               
でのホトラ山焼き再現（春焼き）。 
 
































穫できる。普通は、2 ヶ月〜2 ヶ月半で収穫し、半月程度日干しして漬け物にする。収穫量は、永井氏によると 1 平
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